







その他のタイトル The Cross and the Trinity : Interpretation on



























































年に改修中のエルサレム神殿から発見された「律法の書」（列王下 22,3 － 13）
すなわち「原申命記」を，自らの史書の冒頭に史書全体のモットーとして据え
た 5．彼らの神学的特徴は，「立ち返り」（šūḇ）の強調（列王上 8,33 － 40；46
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－ 50；列王下 23,24 － 25）にある．彼ら申命記史家たちは，南北両王国の滅
亡と捕囚という破局の到来の意味を解明し，それが決してイスラエルの神ヤハ
ウェの無力さや敗北を示すのではなく，むしろこの神の歴史における力と義の
貫徹を表すものだということを示すことを目指した 6．また『申命記』第 5 －
28 章（もしくは第 12 － 26 章）は，この「原申命記」の骨格の部分であると
される（細目については諸説がある）．
『申命記』は，冒頭の第 1 章から第 4 章にかけて，モーセが神と民との間に立っ
て取り交わしたシナイ山での契約を，モアブの地で再確認し，そのための序言
を述べるという体裁を採る．まず第 1 章から第 3 章にかけて，荒野の旅に関
する回顧がおこなわれ『民数記』10 章以下が要約される．第 1 章が『民数記』
10 － 20 章（於カデシュ＝カデシュ・バルネア），第 2 章が同 21 章（於モアブ），
そして第 3 章が同 21，27，32 － 35 章（カナンへの途上）の回顧に相当する 7．










「ヘシュボンの王シホンとの戦い」（申命 2,24 － 37），「バシャンの王オグとの
戦い」（申命 3,1 － 11）がいずれも『民数記』21,21 － 35 に見られ，一方エド





そして第 5 章から第 28 章にかけてがモアブでの契約の本体に相当し，これ
は先に挙げた「原申命記」と呼ばれる部分に当たる．この部分は3つに分割され，
まず①第 5 章から第 11 章は契約の根本精神，すなわち「原申命記」の序に当
たる部分である．最初に第 5 章で十戒の復習がおこなわれ，次いで第 6 章で
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は律法の根本とそれを守る理由すなわち神の恵みについて述べられる．そして
第 7 章から第 11 章にかけては，神の選びの愛とそれへの応答の勧めが記され
る．
次に②第 12 章から第 26 章にかけては，契約の条項について語られる．ま
ず第 12 章 1 節から第 16 章 17 節までは，正しい礼拝について述べられる．そ
して「正しい指導者について」語られるのが第 16 章 18 節から第 18 章 22 節
までであり，a. さばきびと　b. 王　c. 祭司（＝レビ人）　d. 預言者　のあるべ
き姿が述べられることになる．それらの箇所を詳細に記すと，a. さばきびと
16,18 － 17,13（特に 16,18 － 16,20）　b. 王 17,14 － 17,20　c. 祭司（＝レビ人）






る」（申命 18,15 － 16）については，後ほど詳しく検討する．
このモーセの言葉から理解されるように，これら 4 種の職能のうち，モー
セが自ら務めたのは預言者職であった．それら 4 種のうち後半の 3 種は，「王
職，司祭職（共通祭司職），そして預言者職」の順に記されているが，後の神
学において「キリストの三重の任務」9 とされる司祭職（共通祭司職），預言者職，
王職に類比されよう．続いて第 19 章から 26 章にかけては，その他の規則と
教えについて述べられ，あ．逃れの町　い．聖戦の掟　う．雑則（刑事，民事，
宗教的禁制，社会的隣人愛）　え．収穫感謝の心得　となる．







げられる．一つは『出ｴｼﾞﾌﾟﾄ記』20,2 － 17 であり，もう一つは『申命記』5,6
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元来は同じく 17,14 － 20 に見られる「王」のような「一連の預言者たち」を
意味したものと推定されるが，次第に，将来来たるべき一人のメシアの姿であ
ると見なされるようになった．つまり『申命記』は捕囚期に，「原申命記」に
対する後代の加筆部分（ほぼ 1 － 4，27，29 － 34 章）に見られるような新し
い意味を併せ，以前からの主題について再解釈されることになったのである．













































命 9,8 － 14）をはさみ，『出エジプト記』では第 34 章において，『申命記』で
は第 10 章において「戒めの再授与」が語られる．




















’ōhel mō‘ēḏ（「会見の幕屋」）という表現で表されるが（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 29,42 ほか），
ここに述べられている「（ヨルダン川の西岸に）ヨシュアとともにわれわれの
















りについて　より成り，これが第 23 章の 19 節に及んでいる．その後，この









与える掟の板を納めよ」（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 25,13 － 16）．









第 35 章（4 節）からは，幕屋建設のための準備が記される．これは先の第
25 章における「幕屋建設の指示」（第一次）に相当する．以下，「担ぐための棒」









環に通した」（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 37,1 － 5）．これは上記 12）に該当し，また第 1 次の
際の（掟の）「箱」に相当する．
「アカシヤ材で棒を作って金で覆い，机を担ぐ棒とした」（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 37,15）．








環に差し入れて祭壇を担ぐために用いた」（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 38,6 － 7）．これは第一次
の際の第 27 章 6 － 7 節に該当する．







































割を演じた．ヨシヤ王（在位：前 640 － 607）の後継者たちの無責任な政治は，
ユダとエルサレムの滅亡陥落と，王国の民の離散を引き起こし，ダビデの家系
をも存亡の危機に直面させた．ダビデ王朝に存続した構成員としては，まだ若





























に対する忘恩に関して，エレミヤ 2,4 － 7 と申命 6,10 － 13，また心の割礼に














































像を描き出すのが，「第二イザヤ」に見られる「主の僕」の歌（ｲｻﾞﾔ 42,1 － 4；










































─ モーセ像をめぐる解釈を中心に ─ 
に引用される「モーセが荒野で蛇を挙げたように，人の子も挙げられねばなら
ない．それは彼のうちに信を置く者がすべて，永遠の生命を持つためである」



































































































































─ モーセ像をめぐる解釈を中心に ─ 
聖霊」の一体性を表し尽くすことになるのである．
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